
第3回気仙三陸ALSOプロバイダーコース

岩手県立大船渡病院
2023年9月9-10日

ALSO岩手の原点回帰・岩手県母体救命にこだわる

特別企画1：骨盤位分娩・鉗子分娩 徹底検討
特別企画2：母体死亡症例 徹底検討

絶対に死なせない・母体死亡ゼロへ

未来への強く確実な一歩を意識して

Advanced Life Support in Obstetrics(ALSO)とは、
医師やその他の医療プロバイダーが、周産期救急に
効果的に対処できる知識や能力を発展・維持するため
の教育コースです。現在全米ではほとんどの分娩施設
において、分娩に関わる医療プロバイダーがALSOの
受講を義務づけられています。

日本では 2008 年 11 月に金沢で日本初のプロバイダー
コースが開催されて以来、現在までにほぼ全ての都道府県
で10000名以上が ALSO コースを修了しています。
岩手県においても母体死亡症例をきっかけに2015年2月に
岩手医大で初開催されました。今回が県内7回目となります。
母体死亡ゼロを目指す、1人たりとも死なせないという強い
思いが込められたコースです。

救命救急センターを擁する岩手県立大船渡病院が岩手県
母体救命において果たす役割は大きいと考えています。
現代の母体救命において、救急科・麻酔科をはじめ、他職種
連携・チーム医療は欠かせないものになってきています。
気仙三陸地域から岩手県へ、そして日本全体へ。
強いメッセージを発信していきます！



第3回 気仙三陸ALSOプロバイダーコース

主催：岩手県立大船渡病院 産婦人科・救急科

共催：NPO法人 周生期医療支援機構(OPPIC)

開催場所：岩手県立大船渡病院

岩手県大船渡市大船渡町字山馬越10番地1

0192-26-1111

(産婦人科・金杉知宣 救急科・淀川祐紀)

日時：2023年9月9日(土)～10日(日)

受講料：35750円

インストラクター・受講生とも県内を中心に募集

適切に母児を救命できる未来のために



ALSO骨盤位分娩教育の第一人者

名古屋市立大学西部医療センター

尾崎康彦先生による特別指導！

最近は愛知県の無痛分娩と鉗子分娩

普及にも尽力されています！！

特別企画1：骨盤位分娩・鉗子分娩 徹底検討

特別企画2：母体死亡症例 徹底検討

第3回気仙三陸ALSOプロバイダーコース

岩手県立大船渡病院
秋の特別企画！

岩手県でALSOプロバイダーコースを開催されるきっかけの
ひとつに、我々主催者の苦い母体死亡症例経験がありました。
救命のために何ができたか・できなかったのか？
母体死亡を回避する道はあったのか？困難だったのか？
次の母体死亡を防ぐために検証することが大切です。

骨盤位は帝王切開でもちろんよいのですが…
骨盤位で突然の陣痛 『じゃあ、カイザーねー』
『先生、赤ちゃんの足が出てます！！！』
こんな時、どうする！？

吸引分娩と鉗子分娩、吸引の方が安全？？
いえいえ、それぞれに利点と欠点があります。
そもそも、鉗子分娩の方が赤ちゃんに優しいって
知ってましたか？？

①岩手県ALSO開催のきっかけとなった症例
～血管炎症候群・大動脈解離～
②診断が困難だった症例
～妊娠初期・悪阻の時期の脳出血～
その他大量出血の救命例（母体死亡ニアミス）
等数例を題材にして症例検討を行います。

必要時に躊躇なく救急・麻酔・集中治療へコンサルトできる勇気を！
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